
　

南
会
津
地
方
に
お
け
る
教
育
旅
行
の

誘
致
促
進
と
受
入
体
制
の
充
実
を
図
る

た
め
に
、只
見
、南
会
津
、下
郷
、檜
枝
岐

の
４
町
村
は
２
月
６
日
、「
南
会
津
地
方

の
教
育
旅
行
に
関
す
る
協
定
」を
南
会
津

町
の
南
会
津
地
方
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー

で
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、南
会
津
地
方
４
町
村
が

南
会
津
４
町
村
が
協
定
を
結
ぶ
！

南
会
津
４
町
村
が
協
定
を
結
ぶ
！

▲協定書に署名した（右から）星下郷町長、大宅南会津町長、菅家町長、
　星檜枝岐村長と立ち会った金子南会津地方振興局長

教
育
旅
行
の
誘
致
強
化
を
目
指
す

▲町づくりへの提言や学習の成果を発表する児童の皆さん

町
内
３
小
学
校
の
児
童
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
海
洋
教
育
の
成
果
を
報
告

町
内
３
小
学
校
の
児
童
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
海
洋
教
育
の
成
果
を
報
告

只
見
と
海
の
結
び
つ
き
を
学
び
町
づ
く
り
や
学
習
内
容
を
発
表

　

１
月
28
日
、「
海
洋
教
育
」に
取
り
組

む
町
内
３
小
学
校
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
海
洋
教
育

成
果
報
告
会
が
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、町
内
３
小
学
校

が
海
洋
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
と

し
て
１
年
間
実
践
し
て
き
た
学
習
成
果

を
町
民
の
方
々
に
報
告
す
る
も
の
で
、各

校
を
代
表
し
６
年
生
が
発
表
し
ま
し
た
。

町
内
の
小
中
学
校
で
は
、３
地
区
の
地
域

性
を
活
か
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
）を
実
践
し
て
お
り
、

平
成
29
年
１
月
に
は
東
京
大
学
海
洋
ア

県
の
支
援
を
受
け
、修
学
旅
行
や
林
間
学

校
な
ど
の
教
育
旅
行
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
も
の
で
、教
育
旅
行

の
誘
致
強
化
、農
家
民
泊
な
ど
宿
泊
施

設
の
広
域
連
携
に
よ
る
受
入
人
数
の
拡

大
、相
談
窓
口
の
運
営
体
制
の
強
化
、財

政
負
担
な
ど
で
連
携
・
協
力
す
る
も
の
で

す
。更
に
、檜
枝
岐
村
の
尾
瀬
や
只
見
町

の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
ブ
ナ
林
、下
郷

町
の
大
内
宿
と
い
っ
た
郡
内
各
所
に
あ
る

自
然
、歴
史
、文
化
の
体
験
な
ど
も
幅
広

く
コ
ー
ス
に
組
み
込
む
こ
と
で
、よ
り
学

校
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
提
案
が
可
能
と
な

り
ま
す
。２
０
２
５
年
度
に
は
入
込
数
を

東
日
本
大
震
災
発
生
前
の
１
・
５
倍
に
あ

た
る
12
万
３
千
人
と
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　

協
定
締
結
式
で
は
、菅
家
町
長
を
は
じ

め
郡
内
の
４
町
村
長
が
出
席
し
、金
子
隆

司
県
南
会
津
地
方
振
興
局
長
が
同
席
。

代
表
の
大
宅
宗
吉
南
会
津
町
長
が「
こ
の

地
方
が
有
す
る
豊
か
な
自
然
、歴
史
、文

化
を
活
か
し
、交
通
費
や
宿
泊
費
な
ど
を

軽
減
し
、多
く
の
学
校
か
ら
選
ば
れ
る
よ

う
強
固
な
連
携
体
制
を
つ
く
る
」と
述

べ
、４
町
村
長
そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名

し
ま
し
た
。

ラ
イ
ア
ン
ス
と
只
見
町
が
協
定
を
結
び
、

只
見
と
海
の
結
び
つ
き
と
い
う
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
で
学
習
し
て
い
ま
す
。ま
た
、只

見
町
で
は
町
内
全
て
の
小
中
学
校
が
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
、渡
部
教
育
長
が「
発
表

を
聞
き
各
校
の
海
洋
教
育
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、主

催
者
を
代
表
し
吉
野
徹
只
見
小
校
長
が

「
報
告
会
を
通
し
、町
づ
く
り
を
担
う
人

材
育
成
に
寄
与
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
さ
ら
に

深
め
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。報
告
会
で

は
、各
校
３
つ
の
班
に
分
か
れ
、雪
や
自

然
環
境
の
活
用
、海
と
山
の
幸
を
素
材
と

し
た
郷
土
料
理
、八
十
里
越
な
ど
に
関
す

る
９
つ
の
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。児

童
か
ら
町
づ
く
り
に
関
す
る
提
案
も
あ

り
、参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。報
告
会
後
は
、同
大
学
の
及
川
幸

彦
主
幹
研
究
員
が
、只
見
な
ど
山
間
地
で

の
海
洋
教
育
の
可
能
性
に
つ
い
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、児
童
た
ち
は
２
月
９
日
に
東
京

大
学
で
行
わ
れ
た「
第
６
回
全
国
海
洋
サ

ミ
ッ
ト
」に
も
参
加
し
、全
国
の
参
加
者

の
前
で
堂
々
と
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。



NEWS＆FLASH
　

２
月
１
日
、只
見
字
原
在
住
の
吉
田
六
郎

さ
ん
、会
津
美
里
町
在
住
の
馬
場
啓
介
さ

ん
、会
津
若
松
市
在
住
の
内
城
直
さ
ん
が
役

場
を
訪
れ
、３
名
が
作
ら
れ
た
楽
曲「
河
井

継
之
助（
も
う
ひ
と
り
の
龍
馬
）」の
Ｃ
Ｄ
を

只
見
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
楽
曲
は
、吉
田
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
、

祖
父
か
ら
聞
い
た
継
之
助
の
こ
と
を
想
い
な

が
ら
作
詞
し
た
も
の
で
、馬
場
さ
ん
が
作
曲

し
、日
本
歌
手
協
会
会
員
の
内
城
さ
ん
が
唄

っ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
で
は
、１
月
29
日
に
完
成
し
た
ば
か

り
の
Ｃ
Ｄ
を
菅
家
町
長
に
手
渡
さ
れ
、菅
家

町
長
は「
河
井
継
之
助
記
念
館
で
曲
を
披
露

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

只
見
町
に
河
井
継
之
助
の
Ｃ
Ｄ
を
寄
贈

只
見
町
に
河
井
継
之
助
の
Ｃ
Ｄ
を
寄
贈▲菅家町長にＣＤを手渡す吉田さん（左から２人目）、

　馬場さん（左）、内城さん（右）

▲様々な立場の方々が出席し、町の公共交通について
　議論した地域公共交通会議

河
井
継
之
助
を
想
い
制
作

　

２
月
24
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で
の
期

間
、
ふ
る
さ
と
交
流
都
市
・
千
葉
県
柏
市

に
あ
る
パ
レ
ッ
ト
柏
に
お
い
て
「
只
見
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
展
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
柏
市
民
の
方
々
に
只
見
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
広
く
認
知
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
只
見
フ

ァ
ン
の
増
加
を
目
指
す
も
の
で
す
。
企
画

展
で
は
「
豪
雪
に
育
ま
れ
た
自
然
と
生

活
・
文
化
を
守
り
、
活
か
す
」
を
テ
ー
マ

に
、
只
見
町
を
紹
介
し
た
解
説
パ
ネ
ル
20

枚
と
町
の
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
「
自
然
首

都
・
只
見　

伝
承
産
品
」
約
30
品
な
ど
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
の
方
々
は
、

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

「
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
展
」開
催

「
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
展
」開
催

柏
市
民
の
方
々
に
只
見
町
を
Ｐ
Ｒ

▲金子局長（左から4人目）から表彰状を受けた
　菅家町長（同5人目）と同席した皆さん

▲解説パネルや伝承産品を観覧する来場者の皆さん

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
に
表
彰
伝
達

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
に
表
彰
伝
達

只
見
町
が
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
千
日
達
成

　

２
月
５
日
、地
域
の
移
動
手
段
を
考
え
る

「
地
域
公
共
交
通
会
議
」
が
只
見
振
興
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
国
・
県
・
町
の
関
係
者
や

運
行
事
業
者
、地
域
住
民
な
ど
官
民
あ
わ
せ

約
20
名
が
出
席
し
ま
し
た
。こ
の
会
議
は
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
を
目
的
と
し
て
お
り
、
新
た
な
定
期
路
線

バ
ス
の
運
行
形
態
や
現
在
運
行
し
て
い
る
雪

ん
こ
タ
ク
シ
ー
、福
祉
乗
合
い
き
い
き
バ
ス
の

運
賃
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
４
月
か
ら
観
光
ツ
ア
ー
バ

ス
を
廃
止
し
、
新
た
に
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
か
ら
会

津
田
島
駅
間
の
定
期
路
線
バ
ス
の
運
行
と

雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
、福
祉
乗
合
い
き
い
き
バ
ス

の
料
金
の
改
定
な
ど
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

只
見
町
地
域
公
共
交
通
会
議
を
実
施

只
見
町
地
域
公
共
交
通
会
議
を
実
施

地
域
に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る

　

２
月
16
日
、
只
見
町
が
交
通
事
故
死
者
ゼ

ロ
千
日
を
達
成
し
、
そ
の
表
彰
伝
達
式
が
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

只
見
町
で
は
、
平
成
28
年
５
月
21
日
の
オ

ー
ト
バ
イ
転
倒
事
故
を
最
後
に
交
通
死
亡
事

故
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
16
日
午
前
０
時
に

達
成
し
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
交
通
安
全
運
動
を
推
進
す

る
町
内
外
の
団
体
の
方
々
が
同
席
す
る
中
、

南
会
津
地
方
交
通
対
策
協
議
会
長
の
金
子

隆
司
県
南
会
津
地
方
振
興
局
長
が
町
交
通

安
全
対
策
協
議
会
長
の
菅
家
町
長
に
表
彰

状
を
手
渡
し
ま
し
た
。表
彰
を
受
け
た
菅
家

町
長
は
「
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
が
１
日
で
も

長
く
続
く
よ
う
、
今
後
も
事
故
防
止
活
動
に

取
り
組
み
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。


